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界のマスコットキャラクター「てんけんくん」
がさまざまな場所へ突撃取材を行うシリーズ「てん
けんくんが行く」の第13弾。「警視庁高速道路交通
警察隊」の茂木裕平さんにてんけんくんが突撃！

☆
月夜、てんけんくんはビルの屋上から、夜霞でお

ぼろに揺らぐ首都高速道路を見下ろしていた。流れ
るテールランプが糸を引く幻想的な光景を、柵に肘
をつきながら眺め、感慨深い表情をするてんけんく
ん。「あの明かり一つ一つが、人が運転している証
なんだよなぁ…」
と、突如静寂を切り裂くサイレンと回転灯。見れ

ば、パトカーが首都高速を走行している。「なるほ
ど、高速道路の警察か！」好奇心に駆られ柵から身
を乗りだすてんけんくん。
点検整備のにおいを嗅ぎ付けたてんけんくんは、

非常階段を駆け下りていた…
☆　

高速道路交通警察隊におじゃましたてんけんく
ん。さっそく、茂木さんにお話を伺った。
てんけんくん：うわぁ…。警察車両がたくさんありま

すね！高速道路交通警察隊の皆さんは普段、どんな
業務をしているのですか？
茂木さん：我々「高速道路交通警察隊」は、首都

高速道路や中央自動車道、首都圏中央連絡自動車道
等を常時パトロールし、速度違反や車間距離不保持、

通行帯違反等に対する取締りや交通事故、また、本
線上の落下物に対し首都高速道路公団と連携して迅
速に処理を行い、事故の再発防止や渋滞の早期解消
を目指しています。高速道路における車の流れは一
般道路と比べ速度が圧倒的に高いため、細事が重大
事故へと発展してしまう可能性が高く、多数の死傷
者を発生させることになってしまいますからね。
てんけんくん：なるほど！まさに「高速道路の番人」

って感じですね！かっこいい！ところで、首都高速
道路で起こる事故の傾向はどのようなものがあるの
ですか？
茂木さん：高速道路における交通事故の多くは、

「速度超過」「車間距離不保持」「無理な割り込み」
が主な事故の発生原因となっています。そのため
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白バイも「タイヤの溝の深さ」をチェック！

茂木裕平さんと握手！
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取材協力：警視庁高速道路交通警察隊
写真協力：首都高速道路公団

我々は、白バイやパトカーによるパトロールや自動
速度取締り機等を活用して、事故に直結するおそれ
のある交通違反を重点的に取り締っております。平
成15年度では、首都高速道路内で1万6,102件もの交
通事故が発生しました。これは1日44件、つまり32

分に1件事故が起こる計算で、そのうち約6割は追
突事故なのです。
てんけんくん：そんなに事故が起こっているのです

か迴追突事故が半分以上というのはオドロキです！
どうしたら追突されるのを防ぐことができますか？

茂木さん：追突を回避する一番の防衛策は「渋滞
の最後尾についたらハザードランプを点けること」
です。また、万が一、車両故障や事故に巻き込まれ、
停車をしなくてはならない場合は、後続車両の衝突
など二次的事故を防止するため、警察官が到着する
まで発煙筒や停止表示器材などで安全を確保し、安
全な場所で待つようにお願いします。
てんけんくん：なるほど！渋滞を後続車に知らせるワ

ケですね！首都高速道路交通警察隊のみなさんはど
れ位の範囲を活動しているのですか？
茂木さん：現在、高速道路交通警察隊は、東京都

内の首都高速道路、中央自動車道等約323㎞を管轄
しています。休日や週末になると、深夜から早朝に
かけて環状線を高速で走り回る「ルーレット族」が
出没しています。これまでに、側壁等に衝突して自
ら死亡する重大事故や、他の走行車を巻き込む事故
を発生させています。また、走行中の一般ドライバ
ーや、付近住民等に騒音で大変迷惑を掛けているこ
とから、これらの取締りを強化しています。
てんけんくん：う～ん…。なんで人の迷惑になること

をするのだろう…。
茂木さん：彼らは人一倍「愛車の点検整備」に気

を遣い、多額の費用をつぎ込んでメンテナンスや改
造を行っています。しかしながら、「自分だけが楽
しければ良い」という感覚でスリルや自己満足を求
め、結果重大な事故を起こす引き金となる危険走行
をしているのです。
点検整備は自分のためだけではありません。愛車

を大事にする、その気持ちを少しでも周りのドライ
バーや地域住民に分けてあげることができないので

しょうか…。
てんけんくん：自動車が好きな人で、周

りの人に迷惑をかける人がいるってい
るのは悲しいことだなぁ…。
よーし！みんなにもっともっと点検

整備の大事さを伝えなきゃ！
☆

てんけんくんの好奇心は止まらない。
明日はどこに突撃するのか……（続く）

高速道路交通警察隊の車両と一緒に記念写真！

蜃蜑てんけんくん、白バイに乗る！

高速道路はサーキットやレース
場ではない。騒音は近隣住民の
平穏な暮らしを脅かし、暴走行
為は他のドライバーの命をも奪
いかねない。一時的なスリルや自己満足を求めた結果、後悔だけでは
済まない「現実」が一生待ち構えているのだ。


